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（1）事業の目的

・旭川十勝道路は、旭川市を起点とし、富良野市を経由して占冠村に至る高規格道路。
・富良野北道路は、高速ネットワークの拡充による上川圏と十勝圏の連絡機能の強化を図り、地域間交流
の活性化及び物流の効率化等の支援をするとともに、富良野市街における交通混雑、交通事故の低減
を図り、道路交通の定時性、安全性の向上を目的とした延長５．７ｋｍの事業。

■位置図 ■事業概要図

1.事業の概要
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（2）計画の概要 （3）経緯

①起点 ‥‥北海道空知郡中富良野町字中富良野

終点 ‥‥北海道富良野市字学田三区

②計画延長‥‥5.7ｋｍ

③幅員 ‥‥13.5ｍ

④構造規格‥‥1種3級

⑤設計速度‥‥80ｋｍ/ｈ

⑥車線 ‥‥2車線

⑦事業主体‥‥北海道開発局

ほっかいどう

■横断図

平成20年度 事業化

平成22年度 用地補償着手

工事着手

平成24年度 事業再評価

平成27年度 事業再評価

平成30年度 事業再評価

令和 3年度 事業再評価

令和 7年度 事業進捗率75％

なかふらのちょうそらち な か ふ ら の

ほっかいどうふ ら の がくでんさんく

（単位：ｍ）
2車線

※事業進捗率は事業費変更後の進捗率
（令和7年3月末時点）

1.事業の概要

4



[高速交通ネットワークの整備状況]
北海道横断自動車道
・平成21年10月 占冠ＩＣ～トマムＩＣ開通
・平成23年10月 夕張ＩＣ～占冠ＩＣ開通
・令和 2年 3月 占冠ＩＣ～トマムＩＣ間

4車線化事業化
・令和 4年 3月 トマムＩＣ～十勝清水ＩＣ間

4車線化事業化
・令和 6年 3月 追分町ＩＣ～夕張ＩＣ間

4車線化事業化

旭川十勝道路
・平成30年11月 北の峰ＩＣ～布部ＩＣ開通
・令和 4年 3月 旭川十勝道路 旭川東神楽道路部分開通

［その他］
・平成30年 5月 道の駅『びえい「白金ビルケ」』

オープン
・平成30年11月 旭川空港国際ターミナル開業
・令和元年 5月 庭園間交流連携促進計画

「北海道ガーデン街道」登録
・令和 2年 1月 北海道内７空港民間運営開始
・令和 4年 1月 十勝岳ジオパーク

（美瑛・上富良野エリア）認定
・令和 5年 4月 富良野・美瑛観光圏

整備実施計画認定

平成３０年５月
道の駅『びえい「白金ビルケ」』開業（1）事業を巡る社会情勢等の変化

2.事業の必要性等

令和元年５月
庭園間交流連携促進計画
「北海道ガーデン街道」登録

北海道横断自動車道
平成２１年１０月
占冠ＩＣ～トマムＩＣ開通
平成２３年１０月
夕張ＩＣ～占冠ＩＣ開通
令和 ２年 ３月
占冠ＩＣ～トマムＩＣ間4車線化事業化
令和 ４年 ３月
トマムＩＣ～十勝清水ＩＣ間4車線化事業化
令和 ６年 ３月
追分町ＩＣ～夕張ＩＣ間4車線化事業化

写真：旭川開発建設部

写真：NEXCO東日本北海道支社

平成３０年１１月
旭川空港国際ターミナル開業
令和２年１月
北海道内７空港民間運営開始

平成３０年１１月
旭川十勝道路
北の峰ＩＣ～布部IC開通

写真：旭川開発建設部

令和４年３月
旭川十勝道路
旭川東神楽道路
部分開通

写真：旭川開発建設部
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2.事業の必要性等
（2）事業の整備効果

○交通混雑の緩和
・開通済の富良野道路と一体的に機能することで、物流などの通過交通と生活交通の分担が図られ、
交通混雑の緩和が期待される。

○主要な観光地への利便性向上
・観光シーズンに集中する富良野市街地の交通が分散され、主要観光地へのアクセスや周遊観光の利
便性向上が期待される。

○道路交通の安全性向上
・物流などの広域交通と生活交通が分散されることで、市街地における事故の発生リスクが低減され、
道路交通の安全性向上が期待される。

○農産品の流通利便性向上
・観光シーズン等における農産品の輸送において、交通量の多い市街地を回避できるようになり、輸送
の定時性および速達性の向上が期待される。

○災害時の緊急輸送ルートの強化
・災害時の避難及び救援等に必要な緊急輸送ルートが強化される。

○救急搬送の速達性・安定性向上
・搬送時間の短縮や、揺れなどによる患者の負担軽減が図られ、速達性・安定性向上が期待される。
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（2）事業の整備効果（交通混雑の緩和）

■地域の声（R7.5 バス会社職員）
・夏期観光期には、道路交通混雑により路線

バスの殆どの系統で運行遅延が発生し、運
行サービス水準低下による乗車率の低下や
運転手の拘束時間の増加による配車への影
響等が生じています。また、観光周遊バスに
おいては、コース設定(立ち寄り箇所数、滞在
時間等)に制約が生じています。

・当該道路整備により、市街地を通過する物流
交通等が転換し、富良野市街地～中富良野
間の混雑が緩和することで、路線バスや観光
周遊バス運行の定時性が確保され、利用客
の利便性向上に伴うバス利用者数増、バス
運行の効率化に伴う乗務員の負担軽減が図
られるため、早期整備を期待しています。

【並行現道区間の通過交通量・旅行速度の比較（平常時・観光時期）】

2.事業の必要性等

H30.11富良野道路開通 H30.11富良野道路開通

観光時期は
旅行速度が低下

A-A’断面 B-B’断面

【当該事業周辺の交通状況】

A-A’

B-B’

主要渋滞箇所

出典：主要渋滞箇所図(北海道開発局）、旭川開発建設部（R6実測値）
写真：旭川開発建設部（令和6年7月14日撮影）

麓郷の森

ラベンダー園

【富良野市街地通過時間の短縮】

新富交差点

出典:(平常時)令和3年度全国道路・街路交通情勢調査
(観光時)旭川開発建設部(H28～H30実測値平均、R6実測値）

出典：
（平常時）令和3年度全国道路・街路交通情勢調査
（観光時）旭川開発建設部(R6実測値）
※富良野北道路の旅行速度は80km/hで算出
※北の峰IC⇒字中富良野方向で算出

主要渋滞箇所の回避により平常時7分、
観光時11分短縮
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最大渋滞長：200m

【至旭川】

【至帯広】

A-A’

最大渋滞長：1,500m

【至帯広】

【至滝川】

B-B’

・富良野市街地は、札幌・滝川・旭川・帯広の各方面から国道３８号と国道２３７号が交差する交通の要衝。
・観光シーズンには、主要渋滞箇所の新富交差点を中心に最大１．５ｋｍの交通渋滞が発生するなど、交
通環境の悪化が課題。

・当該道路の整備により、開通済の富良野道路と一体的に機能することで、物流などの通過交通と生活
交通の分担が図られ、交通混雑の緩和が期待。
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（2）事業の整備効果（主要な観光地への利便性向上）

出典：北海道観光入込客数調査

【富良野・美瑛観光圏の観光入込客数及び主要観光地】

■地域の声（R7.5 市役所職員）
・当該道路整備により、交通が分散され富良野
市街地や観光地周辺の渋滞が解消されれば、
富良野・美瑛観光圏でのスムーズな移動が可
能となり、より多くの観光地を周遊することがで
き、来訪者の旅行満足度向上が期待されます。

・また、旭川空港からのアクセス向上により、夏
期の富良野・美瑛観光圏への周遊観光がしや
すくなるとともに、増加しているインバウンドの
来訪がさらに増えることが期待できることから、
早期整備を期待します。

※富良野・美瑛観光圏：富良野市、美瑛町、上富良野町、
中富良野町、南富良野町、占冠村

白金青い池

ファーム富田

四季彩の丘

富良野スキー場

2.事業の必要性等

写真：旭川開発建設部

【富良野・美瑛観光圏の
月別観光客入込客数（R6年度）】

出典：北海道観光入込客数調査

7月～8月が
観光入込のピーク

【富良野市の観光消費額推移（推計）】

出典：富良野市
（富良野市観光経済調査報告書 R5年度）

約135億円増

8

【富良野・美瑛観光圏の観光入込客推移】

出典：北海道観光入込客数調査

新型コロナ
ウイルス
感染拡大
による影響

入込客数及び外国人
宿泊延数は年々増加

・富良野･美瑛観光圏は、年間約８２０万人が訪れる観光地域であり、平成３０年以降には８件の宿泊施
設が新たに開業するなど、地域への投資も進んでおり、富良野市では観光消費額も増加。

・一方で、花畑観光の最盛期である７月～８月には観光客が多く、訪日外客も年々増加しているため、観
光地周辺では交通混雑が発生するなど、周遊観光における移動の速達性や定時性の低下が課題。

・当該道路の整備により、観光シーズンに集中する富良野市街地の交通が分散され、主要観光地への
アクセスや周遊観光の利便性向上が期待。
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（2）事業の整備効果（道路交通の安全性向上）

【類型別事故割合（R1～R5）】

出典：旭川開発建設部

2.事業の必要性等

・当該道路に並行する国道（延長９．２km）のうち、８．３kmが事故危険区間に選定。
・特に、国道が交差し交通が集中する富良野市街地では、追突事故や出会頭事故、右左折時の事故など、
市街地特有の死傷事故が多発している。また、大型車による事故の発生率も全道国道と比べ高く、道路
交通の安全性の確保が課題。

・当該道路の整備により、物流などの広域交通と生活交通が分散されることで、市街地における事故の発
生リスクが低減され、道路交通の安全性向上が期待。

写真：旭川開発建設部

【事故発生状況 R1.8】

9

【大型車事故率（ R1～R5 ）】

出典：旭川開発建設部

出典：旭川開発建設部

【並行現道区間における死傷事故発生状況（R1～R5） 】

富良野市街地で
死傷事故が多い

並
行
現
道
区
間

H30.11
開通 ■地域の声（R7.5 消防署職員）

・観光入込客数の増加に伴い、富良野市内では訪日外客を含めた観光客による
交差点での交通事故が増えており、救急搬送事案は増加傾向にあります。

・当該道路の整備により、富良野市街地に流入する通過車両が減少することが想
定され、交通分散が図られることで事故が減少し、中心市街地の更なる交通安
全性の向上が図られることから、早期整備を期待します。

事
故
危
険
区
間

並行現道の総延長のう
ち約９割にあたる延長が
事故危険区間に選定

L=8.3km L=9.2km

新富交差点

大型車の事故率は全
道国道平均を上回る

追突・出会頭・右
左折時事故が死
傷事故の約９割を

占める
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（2）事業の整備効果（農産品の流通利便性向上）

【トマトの全道収穫量（R5年）】

・美瑛産のトマトは、全道で第２位の収穫量を誇り、その約５割が苫小牧港を経由して道外に出荷。ゆり
根は全道で第５位の収穫量を誇り、約３割が苫小牧港を経由して海外へ輸出されている状況。

・特にトマトの出荷は７･８月にピークを迎えるが、富良野･美瑛観光圏の観光シーズンと重なるため、富
良野市街地の交通混雑の影響を受けやすく、輸送の定時性や速達性の低下が課題。

・当該道路の整備により、観光シーズン等における農産品の輸送において、交通量の多い市街地を回避
できるようになり、輸送の定時性および速達性の向上が期待。

【美瑛産のトマト・ゆり根の出荷ルート】 【ゆり根の全道収穫量（ R5年）】

出典：北海道野菜地図（R7.3版
発行：北海道農業協同組合中央会、

ホクレン農業協同組合連合会）

全道２位

2.事業の必要性等

トマト：収穫量全道2位

道外出荷量：2,584ｔ

出荷時期：5月～11月

ゆり根：収穫量全道5位

海外輸出量：16ｔ

道外出荷量：39ｔ

出荷時期：10月～12月

美瑛町農協
トマト選果施設

全道5位

出典：北海道野菜地図（R7.3版
発行：北海道農業協同組合中央会、

ホクレン農業協同組合連合会）

出典： JAびえい（R5）、観光入込客数調査報告書（R5年度）
※富良野・美瑛観光圏：富良野市、美瑛町、上富良野町、

中富良野町、南富良野町、占冠村

トマトの出荷ピークと観光ピーク期が重複

出荷ピーク時
約1,700t/月

【トマトの月別出荷量と

富良野・美瑛観光圏観光入込客数】■地域の声（R7.6 農協職員）
・富良野道路と一体となった富良野北道路が整備され、富良野市街地等の交通混雑を
回避することが出来れば、苫小牧港や出荷先への輸送の定時性向上が図られます。

・市場や消費者への円滑な輸送の確保は、市場に対する確実・安定的な供給による取
引価格の安定につながることから、当該道路を含む旭川十勝道路の早期整備に期待
します。

■地域の声（R7.5 輸送会社職員）
・観光シーズンは観光車両の増加による交通混雑が発生しており、農産物輸送の定時
性の確保に苦労しています。

・当該道路の整備により、苫小牧港方面等の輸送において、混雑の発生する富良野市
街地等を回避する輸送ルートが形成されます。輸送の定時性の確保及び輸送時の安
定性向上による荷崩れ等の抑止が図られる富良野北道路の早期整備に期待します。

10

出典： JAびえい（R5）



（2）事業の整備効果（災害時の緊急輸送ルートの強化）

■地域の声（R7.5 市役所職員）
・十勝岳が噴火した場合、富良野市は、救援物資の輸送、怪我人等の受入、人材派遣などの拠点としての役割が大
きいと思います。国道２３７号が泥流などで通行止めになると、被災地への支援拠点としての機能が低下し、地域社
会に大きな影響を及ぼすと思います。

・当該道路の整備により、融雪型火山泥流の到達予定範囲外の道路網が強化され、災害により被災した地域からの
迅速な救急搬送や被災先への救援物資等の輸送の確実性が向上することから早期整備を期待します。

37時間
（S63.12.24～12.26）

136時間
（S63.12.24～12.30）

37時間
（S63.12.24～12.26）

十勝岳噴火による通行止め

出典：旭川開発建設部、十勝岳火山防災マップ

旭川方面

石狩・空知方面

胆振・日高・道東方面

【防災道路ネットワークの強化】

富良野市

国
道
２
３
７
号
旭
川
市
～
富
良
野
市
間

57.0km

上富良野町
市街

美瑛町
市街

融雪型火山
泥流予定
到達範囲

2.事業の必要性等

富良野北
道路

避難・支援

中富良野町
市街

避難・支援

避難・支援

ダ
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
よ
る
防
災
機
能
強
化

泥流により死者・行方不明
144名、負傷者約200名、

372 が

1857年（安政4年）

1887年（明治20年）

1926年（大正15年）

1962年（昭和37年）

1988年（昭和63年）

火砕物降下、近傍に降灰

前回噴火から
37年経過

26年経過

5 11

火砕サージ、小規模泥流、
約150kmまで降灰、当該区
間が7日間通行止め

36年経過

39年経過

30年経過

資料：気象庁/十勝岳 有史以降の火山活動、美瑛町

1926年（大正15年）の泥流被害

1962年（昭和37年）の噴火状況

1988年（昭和63年）の噴火状況

避難・支援

【十勝岳の主な噴火災害と噴火周期】
旭川市
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・十勝岳は約３０年～４０年周期で噴火を繰り返しており、第１次緊急輸送道路である国道２３７号は、噴火
時の融雪型火山泥流予定到達範囲を通過しているため、積雪期には被災リスクが懸念されている状況。

・昭和６３年１２月の噴火では、国道２３７号で最大１３６時間の通行止めが発生したことから、地域からの
避難及び救援活動に必要な代替ルートの確保が求められている。

・当該道路の整備により、災害時の避難及び救援等に必要な緊急輸送ルートが強化される。



脳疾患

40.3%

心疾患

12.9%

その他

46.8%

R5年

富良野市から

旭川市への

救急搬送件数

139件

151 149
165

174

139

0

50

100

150

200

R1 R2 R3 R4 R5

（件）

（年）

【富良野市から旭川市への
救急搬送件数の推移】

■地域の声（R7.5 消防署職員）
・市街地での交通渋滞発生時には、対向車も多く、追い越しに時間がか
かっており、旭川市への救急搬送時間が増えている状況にあります。ま
た、信号交差点による加減速や郊外部のカーブ区間では走行中の救急
車に揺れが発生し、患者の体動により心電図解析や呼吸・脈の確認等
においてスムーズな処置が難しいなど、走行の安定性が課題となってい
ます。

・当該道路の整備により、国道237号の事故の多い区間を回避でき、搬送
時の緊急走行の安全性が向上し、搬送中の事故リスクの低減や、冬期
の安全性が向上するとともに、信号交差点や渋滞時の加減速による発
進・停止の繰り返しが減少することで揺れや振動による患者への負担
が軽減されることから早期整備を期待します。

【富良野市から旭川市への
疾患別救急搬送割合（R5年）】

出典：旭川開発建設部

（2）事業の整備効果（救急搬送の速達性・安定性向上）
・中富良野町や上富良野町からは、二次救急医療機関のある富良野市へ年間で約２００件救急搬送され
ているが、重篤な脳疾患・心疾患については、月数回の出張医による診療に限られており、富良野市から
の年間約１４０～１７０件の搬送含め、三次救急医療機関のある旭川市へ搬送されている状況。

・搬送経路の国道２３７号は観光期の交通混雑や渋滞により、円滑な救急搬送の確保が課題。
・当該道路の整備により、搬送時間の短縮や、揺れなどによる患者の負担軽減が図られ、速達性・安定性
向上が期待。

■診療科目数 ： １７科※1

■病 床 数 ： ２５５床

【指定機関】
・救急指定病院（二次救急医療病院）
・災害拠点病院
・DMAT指定病院
・へき地医療拠点病院
・地域周産期母子医療センター

富良野協会病院

旭川市

富良野市

【当該道路周辺における救急搬送状況（R5年）】

出典：旭川開発建設部、各病院HP、北海道医療計画（R6-R11年度）

2.事業の必要性等

出典：旭川開発建設部

年間 約140～170件程度で推移

■診療科目数 ： ３９科
■病 床 数 ： ６０２床

【指定機関】
・がん診療連携拠点病院
・救急指定病院（三次救急医療病院）
・救命救急センター ・災害拠点病院
・DMAT指定病院
・地域周産期母子医療センター

旭川医科大学病院

■診療科目数 ： ２８科
■病 床 数 ： ５２０床

【指定機関】
・北海道がん診療連携指定病院
・救急指定病院（三次救急医療病院）
・救命救急センター ・災害拠点病院
・DMAT指定病院
・地域周産期母子医療センター

旭川赤十字病院

【混雑時救急車走行状況】

写真：旭川開発建設部

※1： 呼吸器内科休診中、心臓血管外科（月３回）、脳神経外科(月２回)

は旭川医科大学病院出張医による外来診療

脳疾患・心疾患
の転院搬送が
約5割

12



・ＣＯ２排出量は、整備なしでは、７，３９７，８２１（ｔｰＣＯ２ /年）

・当該道路の整備により、７，３９０，２０８（ｔｰＣＯ２ /年）となり、整備されない場合に比べ、

７，６１３（ｔｰＣＯ２ /年）の削減が見込まれます。

（2）事業の整備効果（ＣＯ２排出量の削減）

13

2.事業の必要性等

ＣＯ２削減量

７，６１３ ｔ -ＣＯ２/年

森林換算

約７１８ｈａ

（札幌ドーム約１３１個分に相当）

■CO2排出量

出典：「道路環境影響評価等に用いる自動車排出係数の算定根拠（平成22 年度版）」
国土技術政策総合研究所資料No.671 (2012)

■自動車の旅行速度とCO2排出原単位との関係

※対象地域：北海道全域
※令和22年度将来交通量推計を基に算出
※森林のCO2吸収量は10.6ｔｰCO2/ｈａ・年として試算

出典：『土地利用、土地利用変化及び林業に関するグッド・プラクティス・ガイダンス（優良手法指針）』
※札幌ドーム面積は建築面積5.5ｈａを使用し換算



2.事業の必要性等
（3）事業の投資効果（全体事業費の変更）

■全体事業費変更要因

■全体事業費変更

・令和３年度の再評価以降、新たに判明した事象に基づき設計等を見直した結果、以下の変更要因を確認し、全体事業
費は３５億円増加。

・また、変更要因による追加調査及び対策工検討や追加対策工により、事業期間が３年延伸。
・引き続きコスト縮減に取り組むとともに、適正な事業費管理に努めていきます。

※費用便益比算定上設定した事業期間

増減額
全体事業費

（R７再評価）（R３再評価）

３５億円２８６億円２５１億円

増減年数
事業期間※

（R７再評価）（R３再評価）

増３年２２年１９年
14

供用済

事業中

②舗装工の見直し
④資機材・労務単価の変動

①土工の見直し

③地盤改良工の見直し

⑤コスト縮減（標識工、CCTV設置箇所の見直し）



2.事業の必要性等
（3）事業の投資効果（全体事業費の変更）
①土工の見直し（約９．３億円増）

・当初、ボーリング調査より軟岩が確認されたことから、リッパ掘削による切土を計画。
・工事着手後、転石が確認されたことから、転石破砕を追加。

■転石発生状況

15

【横断図】0
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変更後当初

【横断図】0
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-10
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-20

-25

-30

転石発生想定ライン



2.事業の必要性等
（3）事業の投資効果（全体事業費の変更）
②舗装工の見直し（約１．０億円増）

・当初、再生アスファルト合材及び再生骨材で計画。
・近傍供給地区において、再生材の在庫不足が確認され、今後の供給目途も立たないことが判明したこと
から、新材に見直し。

当初 変更後

16



■土の状態
・含水比≧1,000％以上
・砂分・細粒分含有率
→シルト分＜50％

粘土分≧50％

■土の状態
・含水比＝122～481％
・砂分・細粒分含有率
→シルト分＝70％

粘土分＝30％

2.事業の必要性等
（3）事業の投資効果（全体事業費の変更）
③地盤改良工の見直し（約０．６億円増）

・当初、地質調査による粘性土試料を用いて、室内配合試験により、セメント材料及び配合量を設定。
・現場着手後、地盤改良施工機械による現地配合試験および一軸圧縮試験結果により、セメント材料及び
配合量を変更。

当初 変更後

17

地盤改良 地盤改良

地盤改良（中層混合処理）
セメント配合量1,012kg/m3

地盤改良（中層混合処理）
セメント配合量240kg/m3



2.事業の必要性等
（3）事業の投資効果（全体事業費の変更）
④資機材・労務単価の変動（約２４．８億円増）

・前回評価（令和３年度）後の資機材・労務単価の変動に伴い、事業費を増額。

主要建設資材単価伸び率
（令和３年度基準）

鋼材(異形棒鋼)
（１．４５）

石油(軽油）
（１．３１）

鋼材（Ｈ形鋼）
（１．３４）

アスファルト
（１．３１）

生コン（１．３５）

※鋼材、石油：旭川管内単価
生コン、アスファルト：富良野・中富良野地区単価

（年度）

労務単価伸び率
（令和３年度基準）

（年度）

18

※北海道内単価

普通作業員（１．２１）

交通誘導員B（１．２２）

鉄筋工（１．２３）

法面工（１．２０）

橋りょう特殊工（１．１２）

0.90

0.95

1.00

1.05

1.10

1.15

1.20

1.25

R3 R4 R5 R6 R7

普通作業員 鉄筋工 法面工

橋りょう特殊工 交通誘導警備員B

0.90

1.00

1.10

1.20

1.30

1.40

1.50

R3 R4 R5 R6 R7

鋼材（異形棒鋼D16）SD295 鋼材（H形鋼）

生コンクリート（RC-2-1) アスファルト密粒度ｱｽｺﾝ13(再生材)

石油（軽油）



2.事業の必要性等
（3）事業の投資効果（全体事業費の変更）
⑤コスト縮減（標識工の見直し）（約０．１億円減）

・当初、標準的な片持ち式により計画。
・視認性などを確認した上で支障の無い標識について、片持ち式から路側式へ構造を見直し。

当初 変更後

19



2.事業の必要性等
（3）事業の投資効果（全体事業費の変更）
⑤コスト縮減（標識工の見直し）（約０．１億円減）

・IC出口付近の分岐点標識は、標準的な内部照明式により計画。
・令和５年道路設計要領の改訂に伴い、反射式へ見直し。

当初 変更後

20

内部照明式
（標識板の内側に光源が内蔵）

反射式
（自動車のヘッドライトにより視認が可能）



2.事業の必要性等
（3）事業の投資効果（全体事業費の変更）
⑤コスト縮減（ CCTV設置箇所の見直し）（約０．５億円減）

・全線監視を目的としCCTV配置を計画。異常気象時の路面監視、夜間の視認性等を確保するため、
CCTV1台につき照明4基を計画。

・CCTVのカメラ性能（遠方監視能力）向上を確認し、設置箇所を見直し。併せて、異常気象時の路面監視、
夜間の視認性等が確保できることを確認し、前後の照明設備設置数CCTV1台につき照明2基に見直し。

21

供用済

事業中

⑤CCTV設置箇所の見直し（コスト縮減）

削減

CCTV設置状況

CCTV設置箇所（当初）

（変更：削減）

削減

削減



2.事業の必要性等
〇一体評価対象区間の考え方

22

凡 例

開通済区間

事業中区間

調査中区間（ルート・構造確定済）

調査中区間（ルート・構造未確定）

旭川十勝道路（旭川～占冠間）

E5

E38

布部IC～占冠IC富良野道路
L=8.3km

富良野北道路
L=5.7km東神楽～中富良野

旭川東神楽道路
南工区

L=10.1km

旭川東神楽道路
北工区
L=8.6km

評価区間
※着色

－－事業中－－－
R3年度 再評価

富良野北道路

R7.2.27「複数の区間又は箇所を一体とした評価の運用について」

調査中供用済
(H30.11)事業中調査中事業中供用済

（H13）
R7年度 再評価

富良野北道路



2.事業の必要性等
（3）事業の投資効果（費用便益分析 一体評価対象区間_事業全体）

23

費用便益比 （B/C）変動ケース基準値変動要因

１．２～１．５±１０％５，５００～１９，４００交通量

１．３～１．４±１０％１，０４０億円事業費

１．３～１．４±２０％５５年事業期間

基本条件

経済的

内部収益率

（EIRR）

費用便益比

（B/C）
総便益

交通事故

減少便益

走行経費

減少便益

走行時間

短縮便益便益(B)

１．３〔4%〕２，８６７億円５６億円２０５億円２，６０６億円

５．７％
１．６〔2%〕（参考）総費用更新費維持管理費事業費

費用(C)
１．９〔1%〕（参考）２，１２８億円４４億円８０億円２，００４億円

基準年計画交通量（台/日）全体事業費

令和７年度５，５００～１９，４００
１，１１０億円

（富良野北道路：２８６億円）

費用便益分析

感度分析

注1）費用及び便益の合計額は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。

注2）便益・費用については、基準年における現在価値化後の値である。

注3）費用便益比については、総便益及び総費用の整数表示の関係で、計算値と表示桁数が一致しない場合がある。

注4）費用便益比の〔 〕内は、R05以降の社会的割引率の設定値である。（R04以前は何れも4％）

注5）評価対象区間を富良野北道路として算出した費用便益比（B/C）【事業全体】0.9



2.事業の必要性等
（3）事業の投資効果（費用便益分析 一体評価対象区間_残事業）
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費用便益比 （B/C）変動ケース基準値変動要因

２．９～３．７±１０％５，８００～１４，９００交通量

３．１～３．６±１０％９８億円事業費

３．２～３．４±２０％６年事業期間

基本条件

経済的

内部収益率

（EIRR）

費用便益比

（B/C）
総便益

交通事故

減少便益

走行経費

減少便益

走行時間

短縮便益便益(B)

３．３〔4%〕３８３億円１７億円４１億円３２４億円

１７．１％
４．１〔2%〕（参考）総費用更新費維持管理費事業費

費用(C)
４．５〔1%〕（参考）１１６億円６.１億円２３億円８７億円

基準年計画交通量（台/日）全体事業費

令和７年度５，８００～１４，９００
１，１１０億円

（富良野北道路：２８６億円）

費用便益分析

感度分析

注1）費用及び便益の合計額は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。

注2）便益・費用については、基準年における現在価値化後の値である。

注3）費用便益比については、総便益及び総費用の整数表示の関係で、計算値と表示桁数が一致しない場合がある。

注4）費用便益比の〔 〕内は、R05以降の社会的割引率の設定値である。（R04以前は何れも4％）

注5）評価対象区間を富良野北道路として算出した費用便益比（B/C）【残事業】4.6



2.事業の必要性等
（3）事業の投資効果（費用便益分析 前回評価との比較 ）

備考
（前回評価からの主な変更点）

Ｒ７再評価時点Ｒ３再評価時点

・一体評価への見直しに伴い延長が変化Ｌ＝３２．７ｋｍＬ＝５．７ｋｍ延長

・将来交通需要推計の見直し
令和３年度：平成22年度全国道路・街路交通情勢調査（事業化ネット）
令和３年度：令和12年度将来交通量の推計値
令和７年度：平成27年度全国道路・街路交通情勢調査（事業化ネット）
令和７年度：令和22年度将来交通量の推計値

※一体評価への見直しに伴い交通量が変化

５，５００台/日
～１９，４００台/日

６，７００台/日計画交通量

・土工の見直しによる増
・舗装工の見直しによる増
・地盤改良工の見直しによる増
・資機材及び労務単価の変動による増 等
※一体評価への見直しに伴い総事業費が増加

約１，１１０億円約２５１億円総事業費

・総事業費の変更による増
・基準年の変更による増

※一体評価への見直しに伴い総費用が増加

約２，１２８億円
（基準年Ｒ７）

約２７６億円
（基準年Ｒ３）

総費用
Ｃ

・基準年の変更による増
・原単位の変更による増（費用便益分析マニュアルの更新）
・事業期間の延伸による減
※一体評価への見直しに伴い総便益が増加

約２，８６７億円
（基準年Ｒ７）

約２８０億円
（基準年Ｒ３）

総便益
Ｂ

１．３１．０１
費用対効果

Ｂ／Ｃ

※総費用・総便益は割引率を用いて基準年の価格に換算（現在価値化）したものであることから、増額等の要因が無い場合でも、見た目の額は増加する。

※費用便益比については、総便益及び総費用の整数表示の関係で、計算値と表示桁数が一致しない場合がある。
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2.事業の必要性等
（3）事業の投資効果【試算（地域の特殊性を考慮した場合の便益による参考値）】

※表に記載の（※）は開通後50年間の便益額として試算した参考値
※費用・便益については、基準年における現在価値後の値

26

金額
細目項目

残事業事業全体

Ｃ＝１１６億円Ｃ＝２，１２８億円
総費用

Ｃ
費用便益比

（B/C） Ｂ＝３８３億円Ｂ＝２，８６７億円
総便益

Ｂ

Ｂ／Ｃ＝３．３Ｂ／Ｃ＝１．３Ｂ／Ｃ

Ｂ＝２９３億円Ｂ＝０，７７７億円
総便益

Ｂ

地域の特殊性を
考慮した便益

（※）

Ｂ＝１７９億円Ｂ＝０，２４６億円救急医療改善効果

Ｂ＝０９０億円Ｂ＝０，４９０億円余裕時間の短縮による効果

Ｂ＝１．０億円Ｂ＝０，３．６億円ＣＯ２排出削減による効果

Ｂ＝２．１億円Ｂ＝０，５．７億円大気汚染低減による効果

Ｂ＝０１６億円Ｂ＝０，，１９億円騒音低減による効果

Ｂ＝４．３億円Ｂ＝００，１３億円夏期観光時期のアクセス向上効果



・当該事業は、平成２０年度に事業化、平成２２年度に工事着手。
・用地進捗率は１００％、事業進捗率は８６％ （７５％） 。
・引き続き、早期開通に向けて事業を進めます。

３．事業進捗の見込み3.事業進捗の見込み

※用地進捗率及び事業進捗率は、令和７年度
北海道における事業計画（Ｒ７年４月）ベース

※用地進捗率は面積ベース
（令和７年３月末時点）

※事業進捗率の（ ）内は事業費変更後の進捗率
（令和７年３月末時点ベース）
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4.関係する地方公共団体等の意見

◯北海道からの意見

要望内容
主な構成

メンバー
会長等期成会等名称

広大な面積を有する本道の物流効率化、広域観光そして地域間の均衡ある経済の発

展と緊急医療、通院通学等生活領域の拡大を図る上で必要不可欠な社会資本として、

高規格幹線道路網の整備建設が重要な課題であり、地域高規格道路（旭川十勝道

路）の整備促進（富良野北道路、旭川東神楽道路の整備促進、未事業化区間の調査

促進）を要望

旭川市、美瑛町、上富良野町、

士別市、名寄市、富良野市、

当麻町、比布町、東川町、南

富良野町、和寒町、剣淵町、

下川町、鷹栖町、東神楽町、

愛別町、上川町、中富良野町、

占冠村、美深町、音威子府村、

中川町、幌加内町の首長及び

議会議長

旭川市長
北海道上川地方総

合開発期成会

外国人観光客の受け入れ強化を図るため旭川空港の整備が完了し、今後、更なる外

国人観光客の増加が見込まれており、安全・安心な人流・物流を支える高速ネットワー

ク機能の実現が必要不可欠。富良野・美瑛観光圏と上川・十勝・道央圏を結ぶ広域周

遊観光の促進、十勝岳噴火における緊急輸送ルートの確保、救急搬送の速達性、交

通混雑の解消、地域生活の利便性向上など、地域経済の活性に必要な道路として、

地域高規格道路旭川十勝道路の整備促進（富良野北道路、旭川東神楽道路の整備

促進、未事業区間の調査促進）を要望

富良野市、旭川市、中富良野

町、占冠村、東神楽町、東川

町、上富良野町、美瑛町、南

富良野町の首長

富良野市長
旭川十勝道路整備

促進期成会

他の地域生活経済圏との連携強化を図り、拠点機能を高め、個性的な道北地域の実

現を目指す観点から、都市間交通網の形成のため、旭川十勝道路の整備促進を要望
旭川市旭川市長旭川市

28

北海道知事からの意見

「旭川十勝道路（一般国道237号）富良野北道路」事業を「継続」とした「対応方針（原案）」案について、異議はありません。
当該事業は、高速ネットワークの拡充による上川圏と十勝圏の連絡機能の強化を図り、地域間交流の活性化及び物流の効率化等を支援する

とともに、富良野市街における交通混雑、交通事故の低減が期待されるなど経済・社会活動の活性化や道民の安全・安心なくらしの確保に寄
与することから、早期供用をお願いいたします。
なお、事業の実施に当たっては、平成１１年１０月７日付け環政第５５０号「地域高規格道路旭川十勝道路（中富良野町～富良野市間）に

係る環境影響評価準備書について」の知事意見を遵守するとともに、より一層の徹底したコスト縮減を図り、これまで以上に効率的・効果的
な執行に努めるようお願いいたします。



内容
細目項目

残事業事業全体

Ｂ／Ｃ ＝ 3.3

【富良野北道路】B/C ＝ 4.6

Ｂ／Ｃ ＝ 1.3

【富良野北道路】B/C ＝ 0.9

３便益によるＢ／Ｃ
・走行時間短縮
・走行経費減少
・交通事故減少

費用便益比（Ｂ／Ｃ）

Ｂ＝179億円（※）Ｂ＝246億円（※）救急医療改善効果

地域の特殊性を
考慮した便益の検討

Ｂ＝090億円（※）Ｂ＝490億円（※）余裕時間の短縮による効果

Ｂ＝ 1.0億円（※）Ｂ＝ 3.6億円（※）ＣＯ２排出削減による効果

Ｂ＝ 2.1億円（※）Ｂ＝ 5.7億円（※）大気汚染低減による効果

Ｂ＝016億円（※）Ｂ＝019億円（※）騒音低減による効果

Ｂ＝ 4.3億円（※）Ｂ＝013億円（※）夏期観光時期のアクセス向上効果

・開通済の富良野道路と一体的に機能することで、物流などの通過交通と生活交通の分担が図られ、
交通混雑の緩和が期待

交通混雑の緩和

活力

事業の整備効果

・観光シーズンに集中する富良野市街地の交通が分散され、主要観光地へのアクセスや周遊観光の
利便性向上が期待

主要な観光地への利便性
向上

・観光シーズン等における農産品の輸送において、交通量の多い市街地を回避できるようになり、輸
送の定時性および速達性の向上が期待

農産品の流通利便性向上

・物流などの広域交通と生活交通が分散されることで、市街地における事故の発生リスクが低減され、
道路交通の安全性向上が期待

道路交通の安全性向上
安全

・災害時の避難及び救援等に必要な緊急輸送ルートが強化
災害時の緊急輸送
ルートの強化

・搬送時間の短縮や、揺れなどによる患者の負担軽減が図られ、速達性・安定性向上が期待
救急搬送の速達性・安定
性向上

くらし

・自動車からのＣＯ２排出量７，６１３ｔ-ＣＯ２/年の削減が期待ＣＯ２排出量の削減環境

・令和７年３月末時点で、用地進捗率１００％、事業進捗率８６％事業の進捗状況事業進捗の見込み

※は開通後50年間の便益額として試算した参考値

・富良野北道路は、高速ネットワークの拡充による上川圏と十勝圏の連絡機能の強化を図り、地域間交
流の活性化及び物流効率化等の支援をするとともに、富良野市街における交通混雑、交通事故の低減
に寄与する事業と考えられます。

・事業の必要性、重要性に変化はなく、費用対効果等の投資効果も確保されていることから、事業継続を
原案と致します。

・引き続き、コスト縮減に取り組むとともに、適正な事業費及び事業期間の管理に努めていきます。

5.対応方針（案）
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